日本国憲法おける｢天皇｣ by 西口 照男
日
本
國
憲
法
お
け
る
「
天
皇
」
西
口
照
男
は
　
し
　
が
　
き
日
本
円
悪
法
が
制
定
さ
れ
て
以
後
、
た
だ
十
年
を
経
過
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
‥
す
で
に
改
正
論
、
擁
護
論
が
激
し
く
闘
わ
さ
れ
て
い
る
c
再
常
備
問
聖
走
路
深
刻
な
通
関
を
も
っ
て
携
行
し
て
い
る
こ
と
は
極
め
て
明
白
で
あ
る
が
、
全
面
改
正
論
も
樟
頭
し
、
天
皇
に
関
す
る
規
定
に
も
触
れ
て
い
る
。
「
象
徴
」
よ
り
「
元
骨
」
へ
、
と
い
う
代
表
的
命
題
で
示
さ
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
め
よ
う
に
天
真
に
闇
し
て
改
正
論
の
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
ひ
と
と
お
り
日
本
国
憲
法
に
お
け
る
「
天
皇
」
を
概
説
し
、
種
火
の
解
釈
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
「
応
私
見
の
結
論
を
示
し
、
改
正
論
議
理
解
の
た
め
l
の
前
論
た
ら
し
め
た
い
。
「
天
皇
」
改
正
論
議
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て
論
じ
た
い
と
思
う
。
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序
　
　
　
説
ポ
ツ
ダ
ム
軍
言
受
諾
後
、
従
来
論
議
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
天
皇
制
1
－
簡
単
に
い
え
ば
、
天
皇
に
関
す
る
制
度
－
－
存
廃
の
論
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
天
皇
制
論
議
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
軍
言
受
諾
．
に
よ
っ
て
天
皇
制
を
も
含
め
て
日
本
の
根
本
的
政
治
体
制
は
人
民
の
意
思
に
よ
っ
て
決
す
る
こ
と
を
的
し
た
こ
と
に
起
因
し
、
直
接
的
に
は
、
治
安
維
持
法
廃
止
に
伴
っ
て
共
産
党
が
天
皇
制
廃
止
を
公
然
主
張
す
る
自
由
を
楷
得
し
た
の
を
契
機
と
し
て
愈
晶
発
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
／
結
局
、
日
本
国
憲
法
は
、
民
主
主
義
を
貫
徹
し
て
人
難
普
遍
の
原
理
と
し
て
国
民
主
権
主
義
を
瑞
的
打
規
定
し
、
同
時
に
、
国
民
感
情
と
伝
統
を
尊
重
し
て
天
皇
制
を
存
置
し
た
。
し
か
し
、
い
う
変
で
も
な
く
明
指
憲
法
下
の
天
皇
制
と
日
本
国
憲
法
下
の
天
皇
制
は
、
大
い
日
本
国
憲
法
に
お
け
る
「
天
皇
」
二
三
一
三
経
営
と
経
済
二
三
四
r質
的
忙
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
す
友
わ
ち
、
明
治
憲
法
r-お
け
る
天
皇
が
、
神
勅
r基
礎
を
・
お
い
た
統
治
権
の
総
撹
者
と
し
て
、
強
大
友
権
能
を
有
し
た
の
陀
対
し
、
日
本
国
憲
法
に
お
け
る
天
皇
は
、
主
権
者
た
る
同
民
の
総
立
に
芸
礎
を
お
い
た
日
本
国
及
び
日
本
間
民
統
合
の
象
徴
と
注
り
、
天
皇
の
権
能
亦
そ
の
地
位
r応
じ
て
、
形
式
的
儀
礼
的
な
も
の
忙
限
定
せ
.
ら
れ
た
。
と
と
に
重
大
な
る
変
革
を
加
え
ら
れ
た
同
民
主
権
主
義
下
の
天
皇
制
が
日
本
国
憲
法
の
一
の
軍
犬
た
る
特
色
と
し
て
存
す
る
と
と
と
な
っ
た
口
君
主
主
権
主
義
に
立
つ
明
治
憲
法
r-お
け
る
と
同
じ
く
、
同
民
主
権
主
義
を
明
記
し
た
日
本
同
怒
法
K
-お
い
て
も
、
天
皇
の
章
が
首
宜
-
r告
か
れ
た
と
と
は
注
目
す
べ
き
特
色
で
あ
る
。
と
れ
に
つ
い
て
は
秘
々
の
説
明
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
要
す
る
に
、
憲
法
改
正
と
い
う
外
形
を
維
持
じ
、
同
民
感
情
吹
噂
貫
し
、
必
や
じ
本
純
理
論
上
の
界
求
忙
従
わ
た
か
っ
た
と
と
忙
帰
脅
す
る
。
(
註
〕
と
の
と
と
は
立
法
の
妥
協
的
性
質
を
如
実
忙
示
す
も
の
で
あ
り
、
同
民
主
格
主
誌
の
徹
底
と
い
う
論
理
上
の
要
求
上
り
す
れ
ば
、
立
法
論
的
忙
は
問
題
と
せ
ら
る
ペ
き
点
で
あ
ろ
う
。
註
法
的
十
mmAA
編
、
司
解
日
木
同
罰
法
上
特
五
九
頁
に
は
、
「
m-に
、
と
の
罰
法
が
形
式
上
、
旧
憲
法
の
改
E
と
い
う
外
形
そ
維
持
し
た
と
と
と
、
第
二
に
は
、
天
空
に
『
R
木
川
民
の
あ
と
が
れ
の
中
心
』
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
旧
居
間
法
上
の
そ
れ
に
近
い
地
位
そ
認
め
た
と
い
号
草
案
起
草
者
の
な
図
と
に
誌
〈
も
の
で
あ
る
」
と
金
森
川
務
大
臣
の
説
明
そ
引
用
し
て
述
べ
て
お
り
、
マ
1
グ
・
ゲ
イ
ン
も
「
-
一
切
ノ
ポ
シ
日
記
ト
一
」
に
お
い
て
「
旧
情
決
の
刻
そ
m
mす
る
」
L
L
い
っ
て
い
る
点
相
符
合
し
て
い
る
。
-・回・
天
皇
の
地
位
天
主
の
匁
微
と
し
て
の
地
位
(
一
)
天
皇
は
、
明
治
憲
法
忙
沿
い
て
は
、
「
閏
の
元
首
」
で
あ
り
「
統
治
権
の
続
開
何
者
」
〈
四
条
)
で
あ
っ
た
。
し
か
る
忙
日
本
国
憲
法
陀
沿
い
て
は
、
「
H
木
間
の
栄
一
徴
で
あ
り
、
白
木
閏
民
統
合
の
象
徴
」
(
虫
思
法
一
条
)
と
怒
っ
た
口
一
般
陀
象
徴
と
は
、
無
形
的
、
抽
象
的
、
非
感
覚
的
友
も
の
を
表
現
す
る
有
形
的
、
具
休
的
、
感
覚
的
危
も
の
と
い
ろ
意
味
で
あ
る
。
例
え
ば
、
鳩
が
平
和
を
象
徴
し
、
白
百
合
の
花
が
純
潔
争
.
象
徴
し
、
同
旗
が
同
家
党
朱
徴
す
る
如
き
で
あ
る
。
代
表
正
象
徴
と
は
旦
(
怠
る
。
代
表
の
概
念
は
、
例
え
ば
、
国
会
常
自
は
閏
口
氏
の
代
表
で
あ
る
み
一
い
ち
ご
左
〈
、
同
質
者
間
の
関
係
で
あ
り
、
同
会
議
員
の
煮
思
や
行
為
は
閑
民
の
意
思
や
行
為
を
表
わ
-・4
す
が
、
匁
微
は
、
前
一
不
の
例
で
分
る
ご
と
く
共
質
者
間
の
関
係
で
あ
り
、
意
思
や
行
為
を
表
わ
さ
な
い
町
天
皇
が
日
本
国
の
象
徴
で
あ
り
日
本
同
氏
統
合
の
象
徴
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
悶
又
は
日
本
国
民
統
合
と
い
う
無
形
的
、
抽
象
的
、
非
感
覚
的
な
も
の
が
、
有
形
的
、
九
ハ
休
的
、
感
覚
的
K
天
弘
を
通
じ
て
去
現
せ
ら
る
る
乙
と
を
示
し
て
い
る
ロ
公
微
の
芯
が
、
内
以
r
沿
い
て
用
い
ら
れ
た
事
例
r
つ
い
て
は
二
八
四
八
年
二
月
二
六
日
の
フ
ヲ
シ
ス
第
二
共
和
国
の
宣
言
「
フ
ラ
ン
ス
人
民
の
名
に
む
い
て
」
の
中
に
三
色
旗
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
、
イ
ギ
リ
ス
国
王
K
ク
い
て
は
、
一
九
=
二
年
の
ウ
エ
ス
?
ミ
シ
ス
グ
1
条
例
の
前
文
に
沿
い
て
「
国
王
は
イ
ギ
リ
ス
連
邦
所
属
国
の
自
由
な
連
合
の
象
徴
で
あ
り
、
彼
等
は
国
王
に
対
す
る
共
通
の
忠
誠
に
よ
ク
て
結
合
さ
れ
て
い
る
」
(
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と
宣
言
さ
れ
、
一
九
四
九
年
の
「
連
邦
白
些
一
一
一
こ
に
も
、
国
王
は
「
連
邦
構
成
の
独
立
諸
国
.
の
自
由
な
結
合
の
象
徴
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
口
日
本
国
憲
法
r
b
け
る
「
象
徴
」
規
定
も
、
乙
れ
ら
が
参
考
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
う
。
君
主
の
象
徴
的
地
位
は
、
西
欧
r-お
い
て
も
、
日
本
の
明
治
憲
法
に
沿
い
て
も
い
わ
れ
う
る
が
、
統
治
権
の
総
撹
者
た
る
地
位
が
規
定
せ
ら
る
る
場
合
は
、
集
徴
的
地
位
は
乙
の
統
治
権
総
撹
者
た
る
地
位
K
蔽
わ
れ
て
前
面
に
出
な
い
。
し
か
る
に
日
本
国
憲
法
忙
沿
い
て
は
、
統
治
権
総
挺
者
た
る
地
位
が
な
く
な
ク
て
象
徴
た
る
地
位
が
前
面
r出
て
き
た
と
い
う
と
と
が
で
き
ょ
う
。
而
し
て
日
本
国
憲
法
に
長
け
る
天
皇
は
、
象
徴
と
し
て
の
み
規
定
さ
れ
、
後
述
の
如
く
、
君
主
と
し
て
の
性
格
も
夫
わ
れ
る
こ
と
忙
な
ク
て
い
る
。
「
日
本
国
の
象
徴
」
と
「
日
本
同
民
統
合
の
象
徴
」
の
区
別
は
、
「
前
者
は
、
国
土
歴
史
を
合
む
日
本
の
国
家
全
体
を
指
す
に
対
し
、
後
者
は
精
神
的
K
統
合
さ
れ
た
日
本
同
氏
を
指
す
」
(
詰
)
と
一
応
い
い
う
る
が
、
日
本
同
は
、
日
本
国
民
の
統
合
し
た
も
の
で
あ
り
、
結
局
同
じ
も
の
を
ニ
ク
の
側
面
か
ら
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
何
れ
も
政
治
団
体
と
し
て
の
日
本
国
や
、
同
一
の
政
治
権
力
r服
す
る
統
一
的
な
一
体
と
い
う
ご
と
き
政
治
的
危
組
織
と
は
無
関
係
で
あ
る
口
(
二
)
か
く
の
ご
と
く
天
皇
の
地
位
が
変
佑
し
た
が
、
か
か
る
天
皇
が
同
法
学
上
の
君
主
と
い
い
う
る
か
は
学
説
の
分
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
円
万
主
は
、
市
川
自
然
人
が
同
家
の
最
高
機
関
で
あ
る
と
と
、
倒
君
主
の
位
K
ク
く
べ
き
者
が
同
一
血
統
に
限
ら
れ
、
そ
の
系
統
中
で
は
予
め
定
ま
っ
た
対
枕
継
承
法
に
よ
ク
て
継
承
者
の
伎
に
つ
く
こ
と
、
の
こ
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
明
治
憲
法
の
天
皇
は
乙
れ
K
あ
た
る
日
木
川
悲
法
に
お
け
る
「
天
皇
」
二
三
五
経
営
と
経
済
一
一
一六
が
、
回
・
求
問
憲
法
の
天
主
は
、
の
rあ
た
ら
友
い
故
、
君
主
と
い
え
ね
と
と
忙
放
る
。
じ
か
じ
と
れ
に
対
し
て
、
同
家
の
最
高
機
関
乃
至
統
治
権
の
総
艶
押
で
な
く
と
も
、
君
主
の
標
識
と
し
て
、
そ
の
地
位
が
世
襲
で
、
同
法
上
、
同
際
法
上
の
君
主
と
し
て
の
栄
誉
権
を
持
ち
閏
家
の
匁
徴
た
る
地
位
を
持
て
ば
、
君
主
と
い
い
う
る
と
の
説
明
も
存
す
る
。
要
す
る
に
君
主
の
概
念
の
立
て
方
如
何
に
工
ク
て
異
怒
り
叉
君
主
の
概
A
ん
も
限
史
的
忙
変
化
し
う
る
も
の
で
あ
る
に
せ
土
、
日
木
国
憲
法
に
治
け
る
天
皇
は
、
統
治
権
の
総
観
者
で
も
泣
く
、
行
政
稀
の
主
休
で
も
な
く
、
外
国
に
対
し
て
国
の
代
表
権
を
も
た
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
君
主
は
、
従
来
存
し
た
か
ク
た
と
乙
ろ
で
あ
り
、
乙
の
立
・
味
に
沿
い
て
君
主
と
は
称
し
え
な
い
の
で
あ
る
口
'
(
コ
一
)
天
皇
が
元
首
で
あ
る
か
否
か
も
同
様
忙
議
論
の
存
す
る
と
と
ろ
で
あ
る
口
明
治
芯
法
で
は
、
天
皇
は
一
元
首
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
た
(
四
条
)
白
日
本
同
憲
法
に
沿
い
て
は
元
首
た
る
規
定
が
存
し
な
い
。
否
、
公
微
と
規
定
さ
れ
て
い
る
ロ
一
般
に
元
首
と
は
、
国
の
首
長
で
、
関
内
的
陀
は
行
政
権
の
首
長
で
あ
り
、
対
外
的
に
は
そ
の
同
を
代
表
す
る
格
能
を
も
っ
国
家
機
関
と
解
さ
れ
て
い
る
。
日
本
国
憲
法
忙
長
け
る
天
皇
は
国
政
に
関
す
る
権
能
を
も
た
や
、
同
の
対
外
的
代
表
格
も
も
た
な
い
か
ら
、
乙
の
意
味
忙
沿
い
て
元
首
と
は
い
い
え
注
い
。
し
か
し
と
れ
も
亦
元
首
の
概
念
の
立
て
方
如
何
町
上
つ
て
は
元
引
け
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
が
、
起
草
の
経
緯
に
照
ら
し
、
且
つ
一
冗
背
左
前
述
の
如
く
解
す
る
と
き
は
、
と
の
窓
味
忙
沿
い
て
の
元
中
川
は
、
内
問
総
理
大
臣
と
み
る
の
が
正
当
で
あ
ろ
う
。
起
草
の
経
緯
に
照
ら
し
、
と
い
う
芯
味
は
マ
ヅ
カ
1
サ
1
元
帥
が
円
ら
示
し
た
起
草
の
方
針
三
点
の
中
「
天
皇
は
同
の
頭
(
ヘ
ッ
ド
)
の
地
位
に
あ
る
一
式
々
」
工
り
天
丘
一
一
の
地
仇
を
元
首
と
併
す
る
の
は
王
当
で
な
く
、
結
局
、
古
法
議
会
に
沿
い
て
政
府
案
の
「
象
徴
」
を
「
元
首
」
と
変
更
せ
ん
と
し
た
効
き
が
抑
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
ご
と
く
、
元
首
た
る
こ
と
を
否
定
す
る
た
め
に
象
徴
た
る
表
現
が
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
う
。
註
法
学
協
会
編
・
前
掲
喜
六
入
瓦
。
=
天
皇
の
地
位
の
基
礎
憲
法
第
一
条
後
段
は
、
と
の
地
位
は
、
「
主
権
の
存
す
る
日
本
国
民
の
総
意
K
基
く
」
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
れ
は
匁
徴
た
る
天
皇
の
地
伎
の
基
礎
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
、
明
治
憲
法
に
沿
い
て
は
、
天
皇
の
地
位
は
、
「
朕
か
祖
宗
に
承
く
る
の
大
根
」
(
勅
語
〉
と
い
い
、
「
国
家
統
治
の
大
権
は
朕
か
之
を
祖
宗
に
承
け
て
之
を
子
孫
K
伝
ふ
る
所
、
な
り
」
(
上
諭
)
と
あ
る
工
う
に
、
神
話
的
伝
説
に
よ
る
皇
祖
の
神
勅
に
基
礎
を
有
し
た
が
、
日
本
間
憲
法
に
沿
い
て
は
、
主
権
の
存
す
る
国
民
の
総
意
に
基
〈
こ
と
に
な
っ
た
口
「
神
の
天
皇
」
よ
り
「
民
の
天
皇
」
へ
、
と
い
わ
れ
る
の
は
、
天
主
の
地
仇
の
抜
磁
の
変
化
左
端
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
口
乙
乙
r
い
う
国
民
の
中
に
は
天
皇
は
合
ま
な
い
白
日
本
で
は
君
民
一
如
で
あ
る
か
ら
と
な
し
て
天
皇
も
合
む
と
解
す
る
説
も
あ
る
が
、
国
民
主
権
は
君
主
主
権
忙
対
立
す
る
概
念
で
あ
り
、
天
皇
制
の
存
す
る
限
り
、
天
皇
は
一
般
同
氏
と
同
じ
で
は
た
く
、
天
皇
の
地
位
が
国
民
の
総
意
忙
基
く
以
上
そ
の
源
泉
の
中
に
天
皇
が
含
ま
れ
る
乙
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
又
、
同
氏
の
総
意
と
は
、
国
民
の
合
理
的
立
忠
、
す
な
わ
ち
同
氏
の
多
数
の
意
思
と
解
す
る
。
日
本
国
憲
法
を
貫
徹
す
る
国
民
主
権
主
義
の
当
然
の
帰
結
と
し
て
、
天
皇
の
地
位
も
亦
、
開
民
の
総
意
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
乙
と
L
友
ク
た
の
で
あ
り
、
従
ク
て
、
国
民
の
総
意
が
変
化
す
れ
ば
、
天
皇
の
地
位
も
変
化
す
る
乙
と
は
可
能
で
あ
る
。
註
「
憲
法
の
平
明
な
表
現
に
よ
れ
ば
、
天
皇
制
は
も
は
や
い
か
な
る
権
威
の
源
泉
で
も
な
く
、
い
か
な
る
権
限
も
行
使
で
き
や
す
、
ま
た
疑
い
も
な
く
日
作
滅
な
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
全
く
明
ら
か
な
の
で
あ
る
」
(
聯
合
同
最
高
司
令
部
民
政
局
・
「
日
本
の
新
語
法
」
同
家
学
会
雑
誌
六
五
巻
一
号
六
二
五
。
同
旨
、
法
学
協
会
問
。
・
前
掲
苦
七
O
瓦
。
横
田
喜
三
郎
・
天
皇
制
七
O
瓦。
三
肉
体
の
問
題
以
上
に
お
い
て
、
天
皇
の
地
位
陀
関
し
て
主
大
な
る
変
化
が
行
わ
れ
た
と
と
を
述
べ
た
が
、
日
本
国
憲
法
制
定
に
お
け
る
容
認
議
会
に
お
い
て
誌
も
問
題
と
な
ク
た
も
の
に
、
「
同
休
」
が
変
っ
た
か
否
か
の
議
論
が
あ
ク
た
。
政
府
は
終
始
「
国
体
」
は
変
ら
な
い
と
い
い
、
学
才
の
多
く
は
変
っ
た
と
い
ク
た
。
こ
れ
も
亦
同
体
の
概
念
の
立
て
方
如
何
と
大
な
る
関
係
が
あ
る
。
(
一
)
従
米
明
治
忍
法
下
に
長
け
る
、
芯
法
学
説
中
、
肉
体
と
政
体
の
区
別
を
認
め
な
い
者
も
あ
ク
た
が
、
乙
れ
を
認
め
る
学
説
が
通
説
で
あ
っ
た
。
と
の
区
別
を
認
め
る
者
は
、
国
体
と
は
、
国
家
の
統
治
権
の
総
担
者
が
何
人
か
を
標
準
と
し
て
設
け
た
国
家
の
体
制
と
か
、
国
家
組
織
に
む
け
る
主
権
存
在
の
体
制
と
か
い
い
、
主
権
が
君
主
忙
あ
る
の
が
君
主
国
、
国
民
に
あ
る
の
が
共
和
国
で
あ
り
、
政
体
と
は
主
権
行
使
の
態
容
に
よ
る
区
別
、
す
な
わ
ち
、
権
力
分
立
主
義
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
が
立
憲
政
体
、
権
力
兼
併
主
義
に
よ
ク
て
行
わ
れ
る
の
が
専
制
政
体
と
説
明
し
た
。
明
治
定
法
自
身
に
は
国
体
の
語
は
な
か
っ
た
が
、
多
く
の
学
者
は
第
一
条
と
第
四
条
左
以
て
国
体
規
定
と
な
し
、
大
正
一
四
年
で
き
た
治
安
維
持
法
に
は
、
国
体
の
語
が
実
定
法
的
に
明
記
さ
れ
た
。
そ
の
意
味
は
、
大
審
院
の
判
例
で
は
「
わ
が
帝
同
は
、
万
世
一
系
の
天
皇
君
臨
し
、
統
治
権
を
総
践
し
給
う
こ
と
を
以
て
そ
の
国
体
と
な
し
、
治
安
維
持
法
の
所
謂
国
体
の
意
義
亦
か
く
の
如
く
併
す
べ
き
も
の
と
す
」
と
示
し
て
い
る
口
乙
れ
は
従
来
の
憲
法
学
説
が
大
審
院
の
判
例
と
い
う
有
権
解
釈
を
通
じ
て
再
白
木
同
定
法
に
お
け
る
「
天
白
亡
二
三
七
経
営
と
経
済
二
三
入
確
言
さ
れ
た
も
の
と
い
い
う
る
。
日
本
国
憲
法
に
お
い
て
は
、
天
皇
は
統
治
権
の
総
撹
者
で
な
く
な
り
、
主
権
は
国
民
に
存
す
る
乙
と
K
な
ク
た
の
で
あ
る
か
ら
、
以
上
の
意
味
の
国
体
(
こ
れ
実
定
法
的
国
体
概
念
と
か
法
律
的
政
治
的
意
義
の
同
体
と
称
せ
ら
れ
る
概
念
で
あ
る
)
が
変
革
し
た
乙
と
に
ク
い
て
は
、
何
人
も
l
l政
府
と
い
え
ど
も
l
l具
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
(
二
)
政
府
が
終
始
「
国
体
不
変
更
」
を
唱
え
た
「
国
体
」
は
、
「
同
氏
の
心
の
央
泌
く
机
主
張
ク
て
い
る
所
の
天
皇
と
の
ク
な
が
り
を
以
て
、
い
わ
ば
天
皇
を
あ
と
が
れ
の
中
心
と
し
て
国
が
成
り
立
っ
て
い
る
乙
と
が
肉
体
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
従
来
の
憲
法
学
上
の
国
体
で
は
な
い
(
乙
れ
日
本
法
理
的
国
体
概
念
と
か
一
般
的
山
神
的
立
誌
の
団
体
と
称
せ
ら
れ
る
概
念
で
あ
る
〉
。
乙
れ
な
天
皇
制
と
同
義
K
解
し
て
、
明
治
憲
法
下
の
天
皇
制
と
は
、
天
皇
の
地
仇
、
机
拠
、
松
能
主
根
本
的
K
具
に
し
て
も
、
天
皇
K
関
す
る
制
度
か
存
す
れ
ば
そ
れ
が
国
体
で
あ
る
と
概
念
ず
れ
ば
、
変
ら
な
い
と
も
い
い
う
る
。
し
か
し
か
よ
う
な
概
念
は
従
来
の
憲
法
上
の
概
念
で
は
な
く
、
又
と
の
意
味
の
国
体
に
つ
い
A
て
も
定
法
の
変
平
と
と
も
に
変
化
し
た
と
説
明
す
る
有
力
な
学
説
が
存
す
る
。
日
国
体
の
問
題
は
、
明
治
憲
法
下
に
-
お
い
て
は
、
法
理
命
的
に
も
災
以
政
治
的
に
も
程
え
の
問
題
色
合
ん
で
お
り
、
極
め
て
重
要
視
さ
れ
た
。
明
治
憲
法
下
に
・
お
い
て
「
同
体
」
は
、
法
法
改
正
の
千
治
主
以
て
し
で
も
変
疋
す
る
乙
と
が
で
き
な
い
根
本
法
中
の
根
本
法
で
あ
る
と
論
や
る
の
が
通
説
で
あ
っ
た
。
し
か
も
今
川
、
山
法
改
正
の
千
松
左
以
て
「
国
体
の
変
革
」
を
敢
え
で
し
ょ
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
如
何
に
乙
れ
を
礼
明
す
る
か
は
、
法
理
論
的
に
も
尖
際
政
治
的
に
も
組
め
て
困
難
な
も
の
で
あ
ク
た
。
そ
こ
に
政
府
の
国
体
不
変
革
論
が
、
従
米
の
悶
休
概
念
と
概
念
を
具
に
し
て
生
れ
た
も
の
と
考
え
う
る
が
、
法
理
論
的
に
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
左
以
て
一
種
の
革
命
と
併
し
、
日
本
同
志
法
は
、
そ
の
既
に
承
認
し
た
国
民
主
格
に
基
い
て
そ
の
代
表
者
主
通
じ
て
制
定
さ
れ
た
と
解
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
乙
の
と
と
は
他
稿
に
沿
い
て
詳
述
し
た
。
幻
又
明
治
の
末
頃
か
ら
大
正
の
始
め
頃
の
美
濃
部
・
上
杉
両
博
士
を
中
心
と
す
る
国
体
論
争
、
更
に
昭
和
一
O
年
の
美
浪
部
博
士
の
「
天
皇
機
関
説
」
を
反
国
体
学
説
と
し
、
乙
れ
に
ク
づ
く
「
国
体
明
徴
運
勤
」
等
を
通
じ
て
表
わ
れ
た
「
国
体
」
の
問
題
は
、
単
た
る
憲
法
学
上
の
議
論
を
越
え
る
政
治
的
争
い
を
常
に
前
後
に
随
伴
せ
る
こ
と
は
顕
著
な
事
実
で
あ
ク
た
。
か
か
る
背
最
を
有
し
た
「
国
体
」
の
問
題
が
、
憲
法
議
会
に
・
お
い
て
白
熱
の
論
議
と
な
ク
た
乙
と
は
当
然
の
乙
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
国
憲
法
に
お
い
て
は
、
従
来
の
国
体
が
変
革
し
た
乙
と
の
認
識
は
、
日
本
国
憲
法
の
基
本
原
理
を
正
し
く
把
握
十
る
た
め
に
必
.
要
で
あ
る
が
、
し
か
も
そ
の
認
識
を
以
て
足
り
、
日
本
間
憲
法
問
休
に
沿
い
て
は
、
同
休
の
問
題
は
法
律
的
に
も
政
治
的
に
も
殆
ん
ど
問
題
と
さ
れ
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ロ
註
η
決
学
協
会
侃
、
前
川
何
百
七
二
瓦
。
横
田
、
前
掲
書
一
九
九
頁
以
下
ロ
幻
両
日
v
「
析
的
訟
の
R
定
関
投
開
と
明
治
問
一
明
浩
の
欽
定
額
活
性
」
経
営
と
経
治
第
三
0
年
第
一
一
一
・
四
冊
。
皇
承
位
手陸
一
点
依
継
承
の
原
則
「
皇
位
は
、
世
襲
の
も
の
で
あ
っ
て
、
同
会
の
議
決
し
た
皇
室
血
(
範
の
定
め
る
と
と
ろ
に
工
り
、
と
れ
を
継
承
十
る
」
(
対
法
ご
条
)
。
皇
的
継
承
の
原
則
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
ロ
皇
位
、
す
友
わ
ち
、
天
皇
の
地
位
は
世
襲
で
あ
る
原
則
は
、
明
治
悲
法
左
呉
危
ち
た
い
。
た
芳
明
治
景
法
で
は
、
世
襲
の
要
件
と
し
て
、
皇
男
子
孫
た
る
べ
き
と
と
を
憲
法
上
の
要
件
と
し
て
い
た
点
が
具
友
る
(
二
条
〉
。
根
本
的
に
具
怠
る
点
は
、
皇
室
に
関
す
る
詳
細
を
規
定
し
た
皇
室
典
範
の
地
位
と
性
格
で
あ
る
。
明
治
憲
法
下
に
お
い
て
は
皇
室
自
律
主
義
が
行
わ
れ
、
皇
室
典
範
は
、
皇
室
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
議
会
の
関
与
を
排
し
て
皇
室
の
自
律
に
工
り
定
立
さ
れ
、
犬
白
木
帝
国
憲
法
?
と
・
と
も
に
「
二
犬
典
怒
」
と
い
わ
れ
て
、
憲
法
と
は
別
箇
の
法
体
系
に
属
し
、
対
等
の
効
力
を
も
っ
と
せ
ら
れ
た
。
白
木
閏
憲
法
下
に
沿
い
て
は
、
皇
室
自
律
主
義
は
廃
止
さ
れ
て
、
「
皇
室
典
範
」
と
い
う
名
称
は
同
じ
で
あ
る
が
、
国
会
の
議
決
す
る
法
律
左
友
っ
た
。
民
主
々
者
の
百
台
詩
か
ら
、
天
皇
の
地
位
の
接
礎
が
閏
民
の
総
意
に
・
お
か
れ
る
に
い
た
っ
た
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
明
治
憲
法
下
の
、
政
務
法
と
官
務
法
の
ご
元
性
は
汝
〈
友
り
、
白
木
同
意
法
の
下
の
一
元
化
が
実
現
さ
れ
た
。
旧
皇
室
典
範
は
廃
止
さ
れ
、
新
皇
室
典
範
は
法
律
で
あ
る
か
ら
、
皇
室
法
と
改
名
す
べ
き
主
張
は
妥
当
で
あ
る
口
-
一
丘
九
件
.
継
承
の
原
因
「
天
皇
が
崩
じ
た
と
き
は
、
空
嗣
が
、
fp一
ち
に
即
位
す
る
」
(
阜
両
手
典
範
四
条
)
。
皇
位
継
承
の
原
因
は
、
明
治
虫
法
と
問
様
、
天
皇
の
崩
御
に
限
ら
れ
る
口
新
皇
室
一
典
筒
制
定
の
際
、
生
前
の
退
位
を
認
む
べ
き
で
あ
る
と
の
議
論
も
有
力
で
あ
っ
た
が
、
結
局
退
位
は
認
め
注
い
と
T
ど
に
怒
っ
た
。
山
FJ.
嗣
は
、
皇
仲
継
承
の
第
一
順
牧
者
で
あ
る
。
即
位
段
、
天
皇
の
崩
御
に
工
っ
て
、
法
律
上
当
然
生
じ
、
天
皇
や
皇
嗣
の
お
尽
思
及
び
煮
思
表
示
た
ど
の
特
別
の
法
上
の
行
為
を
必
要
と
じ
怠
い
。
従
っ
て
皇
位
継
承
は
、
い
わ
ゆ
る
法
作
行
為
で
は
な
い
。
日
本
同
窓
法
に
お
け
る
「
天
皇
」
二
三
九
経
営
と
経
済
二
四
O
一
-
一
皇
枕
継
承
の
務
、
格
皇
位
継
承
の
資
格
者
は
、
「
皇
統
に
属
す
る
男
系
の
男
子
」
(
皇
章
一
典
範
一
条
)
で
あ
り
、
且
つ
、
皇
族
の
身
，A
A
を
有
す
る
者
で
‘
な
け
れ
ば
喝
な
ら
な
い
(
皇
室
典
範
二
条
一
項
)
。
皇
位
継
承
の
性
格
者
を
「
男
子
」
の
み
に
限
っ
た
乙
と
に
ク
い
て
は
男
女
同
様
の
理
念
な
ど
か
ら
、
「
女
帝
」
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
論
も
有
力
に
主
張
さ
れ
た
が
、
と
れ
も
亦
認
め
ら
れ
な
か
ク
た
U
皇
統
に
属
す
る
男
系
の
男
子
で
も
、
庶
子
は
皇
族
の
身
介
を
取
符
で
き
た
い
か
ら
、
h
i
位
継
承
の
れ
一
格
を
有
し
な
い
(
皇
室
典
範
六
条
)
。
と
の
点
旧
皇
室
典
範
と
具
な
る
。
い
わ
ゆ
る
胎
中
皇
子
の
皇
位
継
承
の
性
格
に
づ
い
て
は
、
解
釈
が
介
れ
て
い
る
が
、
明
文
の
規
定
が
な
く
否
定
的
に
併
す
べ
き
で
あ
ろ
う
口
四
泉
佐
継
承
の
順
序
皇
依
継
承
は
法
定
の
順
序
に
よ
る
(
県
宝
典
範
二
条
)
。
紛
誌
の
余
地
を
な
く
す
る
た
め
で
あ
る
。
皇
室
典
範
第
二
条
に
よ
る
と
、
(
一
)
皇
長
子
(
二
)
皇
長
孫
(
コ
一
)
そ
の
他
の
主
長
子
の
子
孫
(
問
)
皇
次
子
及
び
そ
の
子
孫
(
五
)
そ
の
他
の
皇
子
孫
(
六
)
皐
見
弟
及
び
そ
の
子
孫
(
七
〉
皇
伯
叔
父
及
び
そ
の
子
孫
(
八
)
以
上
の
土
う
な
皇
族
が
な
い
と
き
は
、
そ
れ
以
上
で
、
故
近
親
の
皇
族
、
と
い
う
.
順
序
で
、
と
れ
ら
の
場
合
に
お
い
て
は
、
長
系
を
先
に
し
、
同
等
内
で
は
、
長
を
先
に
す
る
。
以
上
の
原
則
に
対
し
て
、
例
外
と
し
て
、
皇
嗣
に
精
神
も
し
く
は
身
体
の
不
治
の
ポ
瓜
が
あ
り
、
ま
た
は
、
主
犬
た
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
、
次
の
順
位
者
を
皇
制
と
す
る
と
と
が
で
き
る
(
日
宗
典
範
三
条
)
。
四
天
内
一
品
の
手伝
能
}
総
説
明
治
芯
法
で
は
、
天
沼
は
、
統
治
権
の
総
問
者
で
あ
り
、
立
法
権
は
議
会
の
協
賛
を
以
て
行
い
、
司
法
権
は
天
皇
の
名
に
・
お
い
て
裁
判
所
が
行
い
、
行
政
格
は
内
聞
の
輪
開
に
な
っ
て
行
わ
れ
る
と
と
に
な
っ
て
い
た
口
か
よ
う
に
天
皇
の
権
能
は
無
制
限
で
は
な
か
づ
た
が
、
他
の
同
家
機
関
の
権
限
と
せ
ら
れ
な
い
事
項
は
す
べ
て
天
皇
の
権
能
と
さ
れ
、
そ
の
範
囲
が
極
め
て
広
汎
で
あ
ク
た
。
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
大
権
事
項
の
多
い
と
と
は
世
界
の
憲
法
に
そ
の
比
を
み
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
犬
権
中
心
主
義
が
行
わ
れ
た
。
日
本
国
憲
法
で
は
、
天
皇
は
、
統
治
権
の
総
撹
者
で
た
く
危
り
、
日
本
間
及
び
日
本
同
民
統
合
の
象
徴
と
な
ク
た
口
朱
徴
た
る
地
位
は
、
同
家
の
行
為
を
な
し
う
る
地
位
で
は
な
い
。
し
か
し
、
日
本
間
憲
法
に
お
い
て
も
、
象
徴
た
る
天
皇
に
一
定
の
行
為
を
な
し
う
る
権
拾
を
認
め
て
い
る
。
そ
の
権
能
は
、
象
徴
た
る
地
位
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
て
、
「
天
皇
は
、
と
の
憲
法
の
定
め
る
国
事
に
関
す
る
行
為
の
み
を
行
い
、
同
政
に
関
す
る
権
能
を
有
し
な
い
」
(
憲
法
四
条
一
項
)
の
で
あ
る
口
「
同
政
」
と
「
同
事
」
の
区
別
は
必
や
し
も
明
白
で
伝
い
が
、
犬
体
次
の
如
く
い
い
う
る
口
「
同
政
に
関
す
る
格
能
」
と
は
、
国
の
窓
忠
を
決
定
し
、
同
の
政
治
に
形
燃
げ
を
与
え
る
よ
う
た
行
為
左
往
す
格
能
で
あ
り
、
「
同
事
に
関
す
る
行
為
」
と
は
、
自
己
の
決
定
に
工
る
も
の
で
は
な
く
、
他
の
同
家
機
関
が
決
定
し
た
乙
と
を
、
形
式
的
に
外
部
に
表
示
す
る
儀
礼
的
危
行
為
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
安
法
第
六
条
及
び
第
七
条
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
ロ
し
か
も
、
明
治
虫
法
に
沿
い
て
は
、
他
の
間
家
機
関
の
権
限
と
せ
ら
れ
友
い
事
項
は
、
天
皇
の
格
能
と
推
定
さ
れ
た
が
、
日
本
国
憲
法
で
は
、
夫
主
は
、
「
と
の
定
法
の
定
め
る
国
事
に
関
す
る
行
為
の
み
を
行
う
」
と
と
に
限
定
せ
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
行
為
は
、
天
皇
の
権
能
に
属
し
た
い
と
の
推
定
を
う
け
る
口
斯
様
に
天
皇
の
権
能
が
限
定
せ
ら
れ
た
理
由
、
象
徴
た
る
天
皇
に
一
定
の
権
能
を
与
え
た
理
由
如
何
。
一
は
、
民
主
政
治
徹
底
の
た
め
で
あ
る
口
す
怠
わ
ち
、
世
襲
制
の
天
皇
に
、
常
に
公
正
妥
当
た
判
断
を
求
め
る
乙
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
天
皇
に
国
政
に
関
す
る
権
能
を
与
え
る
と
'
ど
は
民
主
政
治
徹
底
の
た
め
に
滴
当
で
は
な
い
。
二
は
、
天
皇
制
存
置
の
た
め
で
あ
る
口
す
な
わ
ち
、
明
治
憲
法
下
に
、
天
皇
の
名
に
隠
れ
て
一
部
の
格
巨
が
独
裁
政
治
を
行
い
、
天
皇
の
政
治
責
任
を
生
ぜ
し
め
る
余
地
が
あ
っ
た
ロ
そ
乙
で
、
一
面
、
天
皇
の
地
位
を
実
際
政
治
の
外
に
・
お
い
て
、
天
皇
に
政
治
責
任
を
生
や
る
余
地
を
な
く
し
、
他
面
、
会
似
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
権
能
を
与
え
て
、
天
皇
'
制
の
存
置
を
は
か
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
否
、
む
し
ろ
、
天
皇
制
存
泣
の
観
点
か
ら
、
天
皇
か
ら
国
政
に
関
す
る
権
能
を
奪
い
、
国
政
に
関
す
る
権
能
を
有
し
な
い
天
皇
の
地
位
を
匁
微
正
規
定
し
た
と
み
る
の
が
、
恐
ら
く
正
当
で
あ
ろ
う
。
=
権
能
行
使
の
一
要
件
と
責
任
「
天
皇
の
国
事
に
関
す
る
行
為
に
は
、
内
閣
の
助
言
と
承
認
を
必
要
と
し
、
内
閣
が
、
そ
の
責
任
を
負
う
」
(
定
法
三
条
)
。
(
一
)
天
皇
は
、
そ
の
権
能
の
行
使
に
ク
き
、
ク
ね
に
内
聞
の
助
言
と
承
認
を
必
要
と
す
る
。
明
治
憲
法
下
に
沿
い
て
は
、
天
皇
が
大
権
を
行
使
す
る
場
合
は
、
犬
巨
の
輔
弼
に
よ
ク
た
の
で
あ
る
が
、
統
治
権
の
総
棚
田
者
た
る
天
皇
が
採
否
を
自
由
に
決
し
う
る
可
能
性
が
存
し
た
ロ
し
か
し
、
日
本
国
憲
法
に
沿
い
て
は
、
天
皇
の
格
能
は
極
め
て
限
定
さ
れ
た
形
式
的
、
儀
礼
的
危
国
事
行
為
を
行
う
権
能
で
あ
り
し
か
も
、
内
閣
の
助
言
と
承
認
を
必
要
と
ん
、
旦
ク
内
閣
の
責
任
に
・
お
い
て
行
う
の
で
あ
る
か
ら
、
天
皇
は
助
言
を
拒
否
し
た
り
修
正
し
た
り
す
る
乙
と
は
で
き
な
い
と
解
す
べ
き
で
，
あ
ろ
う
。
芳
し
拒
否
し
た
り
修
正
し
た
り
す
る
乙
と
を
認
め
る
と
す
れ
ば
、
「
国
政
に
関
す
日
本
国
憲
法
に
お
け
る
「
天
皇
」
ご
四
経
営
と
経
済
二
四
名
権
能
」
を
認
め
る
と
と
に
友
り
、
憲
法
の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
日
天
皇
の
権
能
の
行
使
は
「
同
氏
の
た
め
に
」
行
わ
る
べ
き
で
あ
る
と
規
定
せ
ら
れ
て
い
る
(
憲
法
十
条
)
。
「
同
氏
の
た
め
に
」
と
は
、
主
椛
脊
た
る
同
氏
に
代
っ
て
、
と
れ
を
行
う
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
解
す
る
。
(
二
)
天
弘
の
同
事
に
関
す
る
す
べ
て
の
行
為
に
は
、
内
閣
の
助
一
一
一
一
日
と
承
認
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
助
言
と
承
認
を
与
え
た
内
問
が
背
任
を
負
う
(
憲
法
三
条
)
の
は
当
然
で
あ
る
口
内
閤
の
責
任
は
、
自
己
の
行
為
に
つ
い
て
の
責
任
で
あ
り
、
明
治
憲
法
と
異
な
っ
て
、
天
皇
に
対
す
る
責
任
で
た
く
国
会
に
対
す
る
責
任
で
あ
り
、
し
か
も
述
帯
責
任
で
あ
る
口
天
皇
が
無
答
責
で
あ
る
と
と
は
、
明
治
泣
法
第
三
条
「
天
皇
は
神
間
に
し
て
犯
す
べ
か
ら
や
」
の
如
き
明
文
は
友
い
が
、
「
内
閣
が
、
そ
の
責
任
を
負
う
L
の
規
定
よ
り
、
当
然
で
あ
る
。
山
-
一
椛
能
に
反
す
る
引
引
天
白
川
の
権
能
に
服
す
る
「
同
市
什
陀
問
す
る
行
為
」
は
次
の
も
の
で
あ
り
、
且
つ
そ
れ
の
み
に
限
ら
れ
る
。
(
1
)
内
閣
総
理
犬
匠
及
び
ハ
取
引
川
我
刊
所
長
・
官
の
任
命
「
夫
れ
は
、
同
会
の
指
名
に
決
い
て
、
内
閣
総
理
占
ヘ
巨
を
任
命
し
」
、
一
J
内
閣
の
指
名
に
基
い
て
、
最
高
裁
判
所
の
長
た
る
裁
刊
行
在
任
命
す
る
」
(
忠
法
六
条
)
。
一
般
に
官
吏
の
任
命
は
、
内
閣
が
と
れ
を
行
う
が
、
一
行
政
権
の
背
長
た
る
内
閣
総
理
犬
匝
正
一
司
法
椛
の
や
け
長
た
る
故
高
裁
判
所
長
官
の
任
命
は
、
特
に
格
成
を
玄
か
ら
し
め
る
体
裁
を
整
え
る
た
め
天
皇
が
任
命
す
る
形
式
を
と
る
。
何
れ
も
同
会
叉
は
内
閣
が
指
名
し
、
指
名
に
上
わ
F
実
質
的
に
決
定
し
、
天
皇
は
そ
の
通
り
任
命
す
る
を
要
し
、
裁
量
の
余
地
は
た
い
ロ
そ
れ
ら
の
免
官
は
天
皇
の
同
事
行
為
で
は
な
い
。
(
2
)
憲
法
改
豆
、
法
律
、
政
令
乃
内
条
約
の
公
布
(
定
法
七
条
一
号
)
定
法
改
在
は
、
同
会
が
発
議
し
、
同
民
の
承
認
に
工
り
(
憲
法
九
六
条
)
、
法
律
は
、
同
会
の
者
決
に
上
り
(
憲
法
五
九
条
)
、
政
令
は
、
内
閣
の
決
定
に
工
り
(
憲
法
七
三
条
六
号
)
、
条
約
は
、
内
閣
の
批
准
と
同
会
の
承
認
忙
工
り
(
憲
法
七
三
条
三
号
、
六
一
条
)
成
立
す
る
。
と
れ
ら
の
行
為
は
、
他
の
国
家
機
関
が
決
定
し
、
天
皇
が
と
れ
在
公
布
す
る
の
公
布
7
ど
は
、
同
民
一
般
に
知
ら
し
め
る
表
示
行
為
で
、
天
皇
は
、
成
立
し
た
憲
法
改
豆
、
法
律
注
ど
を
公
布
し
た
い
肖
由
を
有
し
注
い
町
と
れ
ら
の
公
布
を
天
皇
の
格
能
と
し
た
の
は
、
そ
の
格
成
を
重
か
ら
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
(
3
)
同
突
の
p
n
集
(
訟
法
七
条
二
号
)
同
会
の
召
集
と
は
、
会
期
を
開
始
さ
せ
る
行
為
、
す
伝
わ
ち
、
同
会
の
活
動
能
力
を
発
動
さ
せ
る
行
為
で
天
主
が
こ
れ
を
行
う
。
召
集
の
要
件
は
、
/
憲
法
及
び
国
会
法
(
憲
法
五
二
条
、
五
三
条
、
五
四
条
、
国
会
法
二
条
)
で
定
め
ら
れ
て
い
右
が
、
内
閣
が
決
定
す
る
。
天
皇
は
、
そ
の
決
定
の
通
り
に
表
示
す
る
。
(
4
)
衆
議
院
の
解
散
(
忽
法
七
条
三
号
)
衆
議
院
の
解
散
と
は
、
衆
議
院
議
員
の
任
期
満
了
前
に
全
部
の
議
員
の
任
期
を
卒
う
行
為
で
あ
る
。
来
涜
院
を
仰
悦
し
う
る
場
合
、
解
散
権
の
所
在
に
つ
い
て
、
憲
法
第
七
条
、
第
六
九
条
を
め
ぐ
ク
て
、
学
説
上
の
争
い
が
存
す
る
。
解
恨
し
う
る
叫
ん
日
に
ク
い
て
憲
法
第
六
九
条
が
「
内
閣
は
、
来
議
院
で
不
信
任
の
決
議
案
を
可
決
し
、
又
は
信
任
の
決
議
案
を
否
決
し
た
と
き
は
、
十
日
以
内
に
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
な
い
限
り
、
総
時
職
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
す
る
以
外
は
、
別
に
規
定
が
な
い
円
そ
こ
で
、
一
一
品
は
、
定
法
第
六
九
条
に
よ
ら
な
け
れ
ば
解
散
で
き
な
い
と
い
う
説
で
あ
る
口
他
の
説
は
、
右
の
場
合
K
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
同
氏
の
波
止
を
問
う
た
め
に
解
散
は
詐
さ
れ
る
と
す
る
説
で
あ
る
。
告
も
う
に
、
乙
の
第
六
九
条
は
、
衆
議
院
で
、
内
閣
不
伝
任
決
市
小
公
立
可
決
し
、
又
は
信
任
の
決
議
宗
主
否
決
し
た
場
合
K
、
内
閣
が
総
畔
職
す
る
か
、
解
散
権
を
発
動
す
る
か
と
い
う
、
解
散
の
行
わ
れ
る
一
つ
の
り
ん
日
記
予
想
し
て
い
る
も
の
で
、
乙
の
場
合
で
な
け
れ
ば
衆
議
院
の
解
散
を
な
し
え
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
と
解
す
る
。
又
解
散
権
の
所
花
に
つ
い
て
も
、
そ
の
机
拠
を
お
七
条
に
求
め
る
説
や
第
六
九
条
に
求
め
る
説
が
存
す
る
。
第
七
条
の
天
皇
の
国
事
に
関
す
る
行
為
は
、
形
式
的
、
依
礼
的
な
格
能
で
あ
り
、
第
七
条
か
ら
解
散
の
実
質
的
決
定
格
を
引
き
出
す
こ
と
は
正
当
で
は
な
い
白
そ
乙
で
、
第
六
九
条
説
が
砕
す
る
が
、
こ
れ
も
、
在
一
而
か
ら
、
解
散
権
の
所
花
や
そ
の
事
由
を
限
定
し
た
規
定
で
は
な
い
。
-
お
も
う
に
、
解
散
権
の
所
在
を
明
確
に
し
て
い
な
い
点
は
、
い
わ
ば
乙
の
泣
法
の
百
点
の
一
で
あ
ク
て
、
結
局
、
憲
法
全
体
の
組
織
原
理
、
解
散
制
度
の
目
的
に
照
し
て
解
釈
忙
上
ク
て
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
口
然
る
と
き
、
日
本
同
志
法
が
と
る
議
院
内
閣
制
の
建
前
か
ら
、
旦
ク
信
を
国
民
に
問
う
解
散
制
度
の
目
的
に
照
ら
し
、
解
散
権
の
実
質
的
決
定
権
は
、
一
般
的
に
内
閣
に
存
し
、
そ
の
決
定
を
外
部
に
表
示
す
る
権
能
は
、
第
七
条
に
よ
り
天
皇
に
存
す
る
と
併
す
べ
き
で
あ
る
。
解
散
の
実
質
的
決
定
権
者
と
し
て
の
内
閣
と
、
天
皇
が
解
散
を
形
式
的
に
外
部
に
表
示
す
る
た
め
に
そ
れ
を
助
言
、
承
認
す
る
内
閣
と
は
、
概
念
上
は
別
筒
の
も
の
で
あ
る
が
、
事
実
上
の
作
用
は
往
々
に
し
て
区
別
し
難
い
。
幻
(
5
)
同
会
議
員
の
総
選
挙
の
施
行
の
公
示
(
憲
法
七
条
四
号
)
国
会
議
員
の
総
選
挙
の
施
行
の
要
件
は
、
憲
法
(
四
六
条
、
五
四
条
)
や
、
法
作
(
公
職
選
挙
法
三
一
条
、
コ
一
二
条
)
で
法
定
さ
れ
て
・
お
り
、
そ
れ
に
基
い
て
内
閣
が
決
定
し
た
こ
と
を
、
天
皇
が
公
示
す
日
本
M
m
M
法
に
お
け
る
「
天
皇
」
ご
四
三
経
営
と
経
済
ご
四
四
る。
(
6
〉
間
務
犬
巨
及
び
法
作
の
定
め
る
そ
の
他
の
官
吏
の
任
免
詑
び
に
全
権
委
任
状
及
び
大
使
及
び
公
使
の
信
任
状
の
認
証
(
憲
法
七
条
五
号
)
同
務
大
目
は
、
内
問
総
理
犬
庄
が
任
免
し
(
憲
法
六
八
条
)
、
そ
の
他
の
官
吏
は
、
内
閣
が
と
れ
を
任
免
す
る
(
憲
法
七
三
条
四
号
)
。
岡
政
大
医
及
び
法
作
の
定
め
る
そ
の
他
の
官
吏
、
す
な
わ
ち
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
、
特
命
全
権
大
使
、
宮
内
庁
長
官
、
会
計
検
十
九
人
守
、
人
市
山
ー
な
ど
の
任
命
に
つ
い
て
は
、
天
皇
が
と
れ
を
認
証
す
る
(
乙
れ
ら
を
認
証
官
と
い
う
)
。
金
権
委
任
状
及
び
大
使
、
公
使
の
伝
任
状
は
、
内
問
が
こ
れ
を
発
し
、
天
皇
が
認
託
す
る
口
認
刊
は
、
市
災
の
作
十
代
を
川
町
一
花
し
公
に
一
北
明
す
る
行
為
で
あ
り
、
意
思
の
表
示
で
は
な
く
、
観
念
の
表
示
で
あ
る
。
天
皇
の
認
証
に
よ
っ
て
と
れ
ら
の
行
為
を
杭
成
づ
け
る
た
め
で
、
行
為
の
効
力
に
影
響
は
な
い
。
(
7
)
大
赦
、
作
放
、
減
刑
、
刑
の
執
行
の
免
除
及
び
復
権
の
認
証
(
憲
法
七
条
六
号
)
刑
の
一
一
口
渡
を
受
け
た
者
に
対
し
、
訴
訟
法
上
の
千
続
に
工
ら
な
い
で
、
刑
日
椛
の
全
部
又
は
一
部
を
治
減
さ
せ
る
行
為
を
恩
赦
と
い
い
、
内
閣
が
乙
れ
を
決
定
し
(
憲
法
七
三
条
七
号
)
、
天
皇
が
こ
れ
を
認
山
す
る
。
作
仰
は
恩
赦
法
が
乙
れ
を
定
め
て
い
る
白
わ
が
国
で
は
、
恩
赦
に
、
大
赦
、
特
赦
、
減
刑
、
刑
の
執
行
の
免
除
及
び
復
権
の
五
仰
が
あ
る
。
(
8
)
栄
典
の
授
与
(
芯
法
七
条
七
サ
)
栄
典
と
は
、
同
家
に
対
す
る
功
労
者
を
名
誉
づ
け
る
た
め
に
認
め
ら
れ
る
法
的
な
特
殊
な
地
伎
を
い
う
。
栄
此
(
の
授
与
は
、
明
治
沼
山
め
と
川
様
、
天
主
の
権
能
と
せ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
憲
法
上
の
制
限
が
存
す
る
(
憲
法
一
四
条
二
項
三
項
)
。
(
9
)
批
准
普
及
び
法
律
の
定
め
る
そ
の
他
の
外
交
文
吋
の
認
前
(
定
法
七
条
八
号
)
条
約
の
締
結
そ
の
他
の
外
交
文
書
の
作
成
は
内
閣
が
乙
れ
に
当
り
(
憲
法
七
三
条
二
号
三
号
)
、
天
主
が
乙
れ
を
認
証
す
る
。
(
叩
)
外
国
の
大
使
及
び
公
伎
の
捺
受
(
七
条
九
号
)
と
れ
は
佐
賀
上
儀
礼
的
な
行
為
で
あ
る
口
(
日
)
依
式
の
挙
行
(
憲
法
七
条
一
O
号
)
依
式
は
、
国
家
的
儀
式
を
さ
し
、
即
位
の
礼
、
立
太
子
式
そ
の
他
国
家
的
視
目
、
祭
日
等
が
一
般
に
考
え
ら
れ
る
。
儀
式
は
、
憲
法
第
二
O
条
及
び
第
八
九
条
と
の
関
係
か
ら
、
宗
教
的
儀
式
を
合
ま
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
口
註
わ
連
合
同
最
高
司
令
部
民
政
局
「
日
本
の
新
憲
法
)
.
同
家
学
会
雑
誌
六
五
巻
一
号
六
三
頁
に
は
「
天
皇
に
は
何
ら
の
裁
量
権
は
な
い
。
天
皇
の
任
命
認
託
、
公
布
等
々
の
行
為
は
、
市
に
、
国
民
の
代
表
者
の
行
為
の
陀
認
に
す
ぎ
な
い
。
天
日
は
と
の
限
必
そ
山
む
こ
と
は
で
き
ず
、
必
ず
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
幻
西
口
・
「
衆
議
院
の
解
散
に
つ
い
て
」
経
蛍
と
経
済
第
三
一
一
年
第
一
冊
参
照
口
五
天
白
ことL
の
代
ま里
天
皇
が
み
や
か
ら
国
事
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
天
皇
の
権
能
を
代
理
せ
し
め
る
制
度
が
ニ
ク
規
定
さ
れ
て
い
る
。
一
は
、
法
定
代
理
機
関
と
し
て
の
摂
政
で
あ
り
、
二
は
、
任
意
代
理
で
あ
る
口
皇
位
世
襲
の
原
則
を
と
り
、
且
ク
、
退
位
を
認
め
な
い
結
果
実
際
の
支
障
に
そ
な
え
る
た
め
で
あ
る
。
一
摂
政
天
皇
が
そ
の
権
能
を
み
や
か
ら
行
う
乙
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
天
皇
に
代
ク
て
そ
の
権
能
に
属
す
る
行
為
を
行
う
機
関
在
摂
政
と
い
う
。
定
法
第
五
条
は
「
皇
室
典
範
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
摂
政
主
治
く
と
き
は
:
:
:
」
と
規
定
レ
、
摂
政
を
長
く
べ
き
場
合
摂
政
と
た
る
呉
格
、
摂
政
就
任
の
順
序
な
εを
、
皇
室
典
範
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
委
任
し
て
い
る
。
摂
政
を
お
く
場
合
は
、
(
一
)
天
皇
が
未
成
年
の
場
合
(
一
八
才
未
満
)
(
二
)
天
皇
が
精
神
若
し
く
は
身
体
の
重
患
又
は
重
大
な
事
故
に
よ
り
、
同
事
に
関
す
る
行
為
を
み
や
y
か
ら
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
、
で
あ
り
、
(
一
)
の
場
合
は
、
認
定
の
必
要
は
な
く
、
当
然
治
か
れ
る
が
、
(
二
)
の
場
合
は
、
か
か
る
事
情
の
有
無
は
何
人
か
の
認
定
を
要
す
る
の
で
、
皇
室
会
議
が
と
れ
を
行
う
(
皇
室
典
範
一
六
条
)
。
摂
政
に
な
る
件
(
格
を
有
す
る
者
は
、
成
年
に
達
し
た
皇
族
に
か
ざ
る
(
皇
室
典
範
一
七
条
)
。
摂
政
就
任
の
順
序
は
、
(
一
〉
皇
太
子
又
は
皇
太
孫
(
二
)
親
王
及
び
玉
三
一
)
皇
后
(
四
)
皇
太
后
(
五
)
太
皇
太
后
(
六
)
内
親
王
及
び
女
王
で
、
(
二
)
の
場
合
は
、
皇
位
継
承
の
順
序
に
従
い
、
(
六
)
の
場
合
は
、
皇
位
継
承
の
順
序
K
準
ヂ
る
(
皇
室
典
範
一
七
条
)
。
乙
の
順
序
は
、
摂
政
と
な
る
べ
き
者
に
天
皇
と
同
様
の
故
障
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
・
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
皇
室
典
範
一
八
%
故
障
が
な
く
な
ク
た
場
合
に
も
、
皇
太
子
叉
は
皇
太
孫
に
対
す
る
場
合
を
除
い
て
は
、
摂
政
の
任
を
譲
ら
な
い
(
皇
室
典
範
一
七
条
)
。
「
摂
政
は
、
天
皇
の
名
で
そ
の
同
事
に
関
す
る
行
為
を
行
ム
」
(
憲
法
五
条
)
。
「
天
皇
の
名
で
」
と
は
天
皇
に
代
ク
て
と
い
う
意
味
'
日
本
国
憲
法
に
お
け
る
「
天
皇
」
ご
四
五
経
首
と
経
済
二
四
六
で
あ
り
、
摂
政
は
、
天
皇
の
法
定
代
理
機
関
で
あ
る
口
す
な
わ
ち
、
天
皇
に
代
ク
て
、
天
皇
の
国
主
に
閲
す
る
行
為
を
行
う
と
き
は
、
法
律
上
、
天
皇
が
行
う
の
と
同
様
の
効
果
が
あ
り
、
そ
の
代
理
権
の
範
囲
は
、
天
皇
の
権
能
の
全
部
に
及
び
、
且
ク
、
そ
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
摂
政
が
そ
の
松
能
主
行
う
場
合
は
、
内
閣
の
助
一
一
一
口
と
承
認
主
必
要
と
し
、
内
閣
が
そ
の
責
任
主
負
う
。
摂
政
は
、
(
一
〉
天
皇
が
崩
じ
た
と
き
っ
一
)
天
皇
が
成
年
に
達
し
た
と
き
(
三
)
天
皇
の
事
故
.
が
な
く
な
ク
た
と
き
、
廃
止
さ
れ
る
。
(
一
)
(
二
)
の
場
合
は
、
法
律
上
当
然
に
廃
止
三
れ
る
が
、
(
三
)
の
場
合
は
、
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
、
故
障
の
な
く
な
ク
た
乙
と
を
認
定
し
て
廃
止
さ
れ
る
(
皇
室
典
範
二
O
条
)
。
摂
政
は
、
そ
の
特
別
の
地
位
の
故
に
、
「
そ
の
在
任
中
、
訴
追
J
G
れ
な
い
。
但
し
、
こ
れ
が
た
め
訴
追
の
権
利
は
自
首
さ
れ
な
い
」
(
皇
室
典
範
二
一
条
)
。
摂
政
の
名
称
は
、
伝
統
に
従
ク
た
も
の
で
あ
る
う
が
、
国
政
に
関
す
る
権
能
主
有
し
な
い
天
皇
に
代
ク
て
行
う
機
関
の
名
称
と
し
て
は
不
適
当
で
、
「
天
皇
代
理
」
の
抱
突
は
実
体
に
ふ
さ
わ
し
い
一
笑
で
あ
ろ
う
。
エ
天
皇
の
任
意
代
理
「
天
皇
は
、
法
伴
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
国
事
に
関
す
る
行
為
を
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
(
憲
法
四
条
二
項
)
。
摂
政
が
法
定
代
理
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
条
の
は
、
天
皇
の
意
思
に
よ
ク
て
沿
か
れ
る
任
意
代
理
で
あ
る
口
如
何
な
る
場
合
に
委
任
が
な
さ
れ
る
か
、
如
何
な
る
手
続
で
委
任
さ
れ
る
か
は
、
「
法
律
の
定
め
る
と
乙
る
」
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
そ
の
法
律
は
制
定
さ
れ
て
い
な
い
。
明
治
憲
法
下
、
天
皇
の
任
立
代
理
機
関
に
ク
い
て
の
規
定
が
な
く
、
定
法
義
鮮
ペ
岩
波
文
庫
本
一
四
八
頁
〉
は
「
天
皇
一
時
の
疾
病
違
和
又
は
同
一
抗
の
外
に
在
す
の
故
在
以
て
、
皇
太
子
皇
太
孫
に
命
じ
代
理
監
国
せ
し
む
る
が
如
き
は
、
大
宝
令
『以
ν
令
代
レ
勅
』
の
制
に
伏
り
、
別
に
摂
政
在
位
か
ヂ
」
と
述
べ
て
、
天
皇
の
委
任
に
よ
り
天
皇
に
代
ク
て
そ
の
権
能
を
行
う
監
国
を
肯
定
し
て
い
た
が
、
学
説
は
分
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
天
皇
の
海
外
旅
行
、
一
時
の
病
気
な
ど
の
、
摂
政
を
沿
く
ほ
εで
も
な
い
一
時
的
な
故
障
の
場
合
、
日
本
国
憲
法
下
で
は
、
監
同
の
名
称
が
用
い
ら
れ
る
か
と
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
任
意
代
理
機
関
を
明
文
を
以
て
認
め
た
の
が
本
条
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
政
に
関
す
る
権
能
の
な
い
天
皇
に
ク
い
て
の
任
意
代
理
の
必
要
性
は
殆
ん
ど
な
い
ロ
..L. ，、
皇
室
の
T
子
-ζ
ー
オ
可
割
旬
-
m説
明
治
虫
法
で
は
、
空
圭
肖
作
主
義
の
下
に
、
と
れ
を
規
定
す
る
官
務
法
は
政
持
法
'r
限
別
さ
れ
、
県
宝
事
務
は
同
家
事
務
と
外
臨
し
、
と
れ
吹
門
川
中
る
宮
内
燃
悶
シ
一
同
家
機
関
も
亦
完
全
に
八
月
離
し
、
皇
室
に
関
す
る
事
項
は
同
務
に
関
す
る
事
項
で
も
、
皇
室
の
自
治
に
委
ぜ
ら
れ
て
い
段
。
辺
に
主
た
、
阜
一
去
の
経
済
に
つ
い
て
も
、
と
の
原
則
を
貫
い
て
、
主
宅
独
立
の
財
斥
及
び
経
費
が
認
め
ら
れ
、
議
会
の
問
与
左
右
川
さ
や
、
た
だ
、
皇
室
経
費
の
滑
瀬
の
場
合
に
議
会
の
議
決
を
認
め
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
白
木
同
憲
法
は
、
同
民
主
権
主
先
門
川
町
の
下
に
、
市
内
事
一
向
律
上
宅
一
美
里
認
め
ア
、
阜
一
空
事
務
も
同
家
事
務
去
一
し
、
同
出
家
機
関
が
と
れ
を
管
理
し
、
皇
室
財
産
は
同
有
財
産
に
移
さ
れ
、
白
川
室
経
費
、
阜
一
室
が
主
休
と
た
る
金
銭
そ
の
他
の
物
の
授
受
た
ど
、
同
会
の
税
制
の
も
み
)
に
お
い
て
、
皇
室
の
経
済
の
民
主
化
を
は
か
っ
た
。
¥
=山口
Ah
宝
関
係
の
機
関
車
一
幸
一
雫
務
q
h
閏
務
で
あ
る
が
、
特
定
の
阜
一
室
事
務
に
つ
い
て
、
特
に
皇
空
会
議
、
皇
室
経
済
会
誌
を
設
け
て
審
議
さ
せ
る
と
と
に
し
て
い
る
。
会
7
1
左
手
続
あ
る
い
は
慣
荒
を
期
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
再
会
ま
た
は
内
閣
で
決
す
べ
き
事
項
で
あ
り
立
法
論
的
に
は
、
と
れ
ら
特
別
機
関
の
存
置
は
疑
問
で
あ
る
。
(
一
・
)
阜
一
幸
一
会
議
聖
書
一
会
議
は
、
弐
日
一
O
人
で
と
れ
を
組
織
し
、
空
校
二
人
、
衆
議
院
及
び
参
者
院
の
議
長
及
び
副
議
長
、
内
閣
総
理
犬
臣
、
・
宮
内
庁
の
長
、
設
ぴ
に
最
高
裁
判
一
所
の
長
た
る
裁
判
官
及
び
そ
の
他
の
裁
判
官
一
人
を
も
っ
て
、
と
れ
に
充
て
る
(
皇
室
典
範
二
八
条
)
。
な
語
、
外
に
、
予
術
者
員
一
O
人
史
丙
く
(
思
索
此
一
筒
三
O
条
)
。
尚
北
電
会
議
は
議
決
機
関
で
あ
っ
て
、
単
な
る
諮
問
機
関
で
は
た
い
。
民
事
a
会
議
は
ロ
バ
宝
品
川
一
範
そ
の
他
の
法
律
に
北
一
く
権
限
の
み
を
行
う
(
県
宝
典
範
三
七
条
)
。
そ
の
権
限
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
(
1
)
巾
仇
紘
一
水
の
.
順
序
の
変
克
(
由
一
主
主
典
範
=
一
条
)
(
2
)
立
后
及
び
皐
校
男
子
の
熔
姻
に
同
意
(
皇
室
典
範
一
O
条
)
(
3
)
皇
族
が
そ
の
身
八
刀
を
限
れ
る
と
止
一
た
ど
に
同
立
(
皇
室
典
範
一
一
条
、
二
二
条
、
一
四
条
)
(
4
)
摂
政
設
置
、
順
序
変
更
及
び
廃
止
の
認
定
(
皇
室
典
範
二
ハ
条
、
一
八
条
、
二
O
条)。
(
二
〉
皇
室
経
済
会
議
皇
室
経
済
会
誌
は
議
員
が
八
人
で
と
れ
を
組
織
す
る
口
議
員
は
衆
議
院
及
び
参
議
院
の
議
長
及
び
副
議
長
、
内
問
総
理
犬
臣
、
ム
ヘ
蔵
犬
臣
、
宮
内
庁
の
長
枚
一
ぴ
に
会
計
検
有
院
の
長
を
も
ク
て
、
乙
れ
に
充
て
る
(
白
究
室
経
済
法
八
条
)
。
外
に
予
備
議
口
八
人
を
丙
く
(
阜
一
室
経
済
法
九
条
)
口
県
室
経
済
会
議
が
議
決
機
関
た
る
と
守
ど
は
前
者
?
と
同
様
で
あ
り
、
皇
室
の
経
済
に
関
す
る
重
要
求
明
の
容
認
、
す
な
わ
ち
、
皇
宝
用
の
財
産
の
決
定
(
皇
室
経
済
法
一
条
)
、
皇
室
の
財
産
授
受
の
議
決
(
皇
室
経
済
法
二
条
)
な
ど
、
日
本
国
蝦
法
に
お
け
る
「
天
皇
」
二
四
七
経
明
口
と
杭
・
治
二
四
入
皇
室
経
済
法
及
が
そ
の
他
の
法
律
に
基
く
格
限
の
み
を
行
う
(
皇
宅
経
済
法
一
一
条
、
皇
室
典
範
三
七
条
、
共
の
他
皇
窒
経
済
法
六
条
六
項
参
照
)
口
た
治
、
・
刊
日
常
市
九
M
P
川
北
る
{
日
容
に
宮
内
庁
が
あ
る
。
宮
内
庁
は
内
閣
総
理
犬
巨
の
所
特
に
服
す
る
行
政
令
告
で
、
か
つ
て
の
宮
内
省
と
は
ふ
く
列
な
る
。
三
日
去
の
経
済
「
(
一
)
引
去
財
慌
の
同
有
移
管
「
す
べ
て
阜
一
章
一
財
産
は
、
同
に
日
す
る
」
(
汲
法
八
八
条
前
段
)
。
主
主
財
産
と
は
、
天
皇
及
び
各
山
日
放
の
所
有
す
る
財
産
を
意
味
す
る
。
明
治
憲
法
の
栄
一
木
方
針
椛
定
に
与
っ
て
力
の
あ
っ
た
岩
合
兵
促
た
ど
は
、
君
格
お
礼
翠
間
に
し
、
皇
宗
一
財
古
川
左
向
日
目
に
す
る
と
と
を
品
川
く
主
張
す
る
と
と
に
工
り
空
気
の
存
ね
な
守
同
に
す
る
と
・
ど
を
守
、
図
し
た
が
、
そ
の
結
果
皇
室
は
巨
大
友
財
内
在
有
し
、
県
内
荒
財
閥
化
の
疑
惑
を
招
く
治
そ
れ
が
あ
ク
た
わ
・
本
条
の
趣
凶
け
は
、
財
産
に
訟
け
る
皇
室
自
律
主
義
を
廃
し
、
か
か
る
疑
設
を
招
く
余
地
を
た
か
ら
し
め
、
山
県
去
の
経
済
の
明
朗
化
を
は
か
る
に
あ
る
口
以
上
の
趣
旨
か
ら
み
る
も
、
ま
た
、
憲
法
第
八
条
か
ち
も
、
h
丸
山
支
の
純
然
た
る
私
有
財
白
川
左
前
机
ど
し
て
い
る
と
正
は
明
白
で
あ
り
、
・
米
条
r
い
う
皇
室
財
産
は
、
生
活
必
需
品
や
日
常
愛
用
品
の
ご
と
き
純
然
た
る
私
有
財
保
を
合
む
も
の
で
は
た
く
、
れ
は
州
、
仰
判
林
の
ど
'
ど
き
会
の
財
産
が
閏
有
と
な
る
烹
味
で
あ
る
白
同
有
陀
移
v
さ
れ
た
財
産
の
う
ち
、
皇
去
の
公
用
に
供
す
る
と
去
を
決
定
し
た
も
の
を
主
室
用
財
搾
と
い
う
口
皇
室
用
財
産
の
決
定
、
廃
止
、
変
更
に
は
、
皇
室
経
済
会
議
の
議
を
経
る
を
現
す
る
(
主
宰
経
済
法
一
条
、
八
条
、
附
則
等
参
照
)
。
三
種
の
神
器
の
上
う
に
「
皇
位
と
と
も
に
伝
わ
る
べ
き
由
緒
あ
る
物
」
は
、
県
宝
の
私
搾
止
し
て
「
主
位
K
Tど
も
に
、
皇
制
が
と
れ
を
受
け
る
」
(
皇
室
経
済
法
七
条
)
。
(
二
)
皇
室
の
財
岸
授
受
去
同
会
の
議
決
「
良
去
に
財
慌
を
設
り
波
し
、
叉
は
皇
室
が
、
財
産
を
譲
り
受
け
、
若
し
く
は
賜
与
す
る
と
と
は
、
同
会
の
議
決
に
強
か
‘
な
け
れ
ば
危
ら
友
い
」
(
恋
法
八
条
)
。
と
と
に
い
ろ
皇
室
の
財
産
は
、
第
八
八
条
と
の
関
係
か
ら
、
皇
室
の
私
有
財
産
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
皇
室
の
私
産
の
授
受
に
つ
い
て
、
同
会
の
議
決
が
友
け
れ
ば
、
財
産
権
移
転
の
効
力
を
生
じ
な
い
左
い
う
の
が
本
条
で
あ
る
口
木
条
の
趣
旨
は
、
皇
室
の
財
閥
化
を
防
止
し
、
阜
一
室
か
ら
特
定
の
者
へ
の
理
由
の
注
い
回
併
を
防
止
し
、
同
民
の
皇
室
と
し
て
皇
去
を
公
明
正
大
た
ら
し
め
ん
と
す
る
に
あ
る
。
そ
れ
故
、
一
々
の
場
合
に
、
同
会
の
議
決
を
要
す
る
と
す
れ
ば
、
か
え
づ
て
非
実
際
的
で
わ
や
ら
わ
し
い
か
ら
、
か
か
る
趣
旨
に
反
し
危
い
限
り
、
根
本
に
沿
い
て
同
会
の
議
決
が
あ
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
り
、
-n
で
し
去
経
済
法
が
一
定
の
場
合
に
、
同
会
の
戊
決
在
任
る
を
一
却
し
な
い
し
し
す
る
の
は
、
か
か
る
見
地
に
立
っ
て
い
る
。
但
し
、
承
認
に
も
、
当
然
一
定
の
限
度
が
存
す
る
口
(
三
)
・
日
宝
怪
授
と
同
会
の
市
伏
「
す
べ
て
れ
去
の
切
一
川
口
、
予
誌
に
什
上
し
τ同
会
の
品
伏
在
位
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
芯
法
八
八
条
後
段
)
ο
日
去
の
川
氏
川
口
、
天
日
及
び
谷
川
放
の
校
一
川
左
合
み
、
明
治
則
川
法
下
ん
典
た
づ
て
、
す
べ
て
同
の
η
机
と
し
、
予
算
に
・
北
上
し
て
、
川
会
の
中
内
決
立
川
匂
す
る
'yし
し
た
の
が
ボ
条
で
あ
一
る
n
と
れ
左
京
一
受
賞
L
/
し
い
い
、
門
担
列
、
山
V
H
廷
判
及
び
県
放
費
に
区
介
さ
れ
て
い
る
(
山
い
に
宗
派
済
法
三
条
l
六
条
)
ο
む
す
び
以
上
が
日
木
川
辺
法
r-お
け
る
首
牢
「
天
皇
」
の
概
説
で
あ
る
が
、
要
す
る
r
、
従
来
天
皇
が
統
治
権
の
総
問
者
で
あ
り
、
且
ク
神
勅
忙
川
山
、
づ
け
ら
れ
た
な
味
の
天
皇
制
な
い
し
同
休
は
危
く
な
り
、
天
皇
忙
関
す
る
制
度
は
存
置
さ
れ
た
が
、
天
皇
は
君
主
で
も
、
元
や
け
で
も
な
く
、
品
川
ぷ
州
以
'
ど
し
て
の
地
位
を
有
し
、
且
つ
天
皇
の
権
能
は
は
形
式
的
依
礼
的
友
も
の
忙
す
ぎ
た
く
な
り
、
そ
の
根
拠
は
国
民
の
承
認
に
主
一
砧
づ
け
ら
れ
る
乙
と
に
伝
っ
た
。
明
治
虫
法
下
何
人
が
か
か
る
変
不
在
予
想
し
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
定
法
の
起
草
者
伊
藤
博
文
が
、
起
草
に
際
し
て
井
上
、
伊
東
及
び
金
子
に
対
し
て
授
け
た
と
い
わ
れ
る
七
つ
の
綱
領
の
中
に
「
同
休
忙
措
く
」
と
T
ど
が
あ
り
、
そ
の
方
針
は
そ
れ
よ
り
以
前
、
明
治
九
年
の
「
同
古
一
納
付
誌
の
沼
勅
」
に
も
、
明
治
一
…
川
年
政
変
後
の
詔
勅
に
も
示
さ
れ
、
終
始
一
貫
し
た
不
動
の
収
軌
を
な
す
も
の
で
あ
ク
た
。
伊
藤
博
文
の
立
味
す
る
「
同
休
」
は
「
天
主
の
宝
一
昨
は
之
を
祖
宗
に
承
け
之
を
子
孫
に
伝
う
。
同
家
統
泊
総
の
存
す
る
所
た
り
。
而
し
て
定
法
h
L
上
っ
て
新
設
の
誌
を
表
わ
す
忙
非
や
し
て
同
有
の
同
休
は
訟
法
に
巾
て
件
付
万
世
田
な
る
を
一
示
す
な
り
」
り
?
と
の
神
杭
的
同
休
観
に
立
ち
、
旧
プ
ロ
シ
ヤ
送
法
「
の
行
政
松
は
悶
王
に
目
的
す
」
と
い
う
如
き
は
わ
が
閃
休
に
非
や
と
い
う
て
い
の
も
の
で
あ
ク
た
n
か
か
る
同
休
矧
の
共
体
化
が
明
治
虫
法
の
「
天
皇
」
で
あ
っ
た
と
い
い
う
る
口
そ
れ
で
は
、
日
木
同
志
法
の
「
天
皇
」
忙
む
い
て
、
か
か
る
沢
大
な
る
変
平
が
行
わ
れ
た
机
凶
は
ど
乙
忙
あ
っ
た
か
口
あ
ら
た
め
て
い
う
ま
で
も
な
く
、
わ
が
同
が
敗
戦
に
よ
り
ポ
ツ
ダ
ム
立
一
一
一
日
を
受
諾
し
た
い
以
に
そ
の
根
拠
な
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
口
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
一
一
一
日
受
諾
と
天
主
制
」
の
関
係
や
、
日
本
悶
憲
法
制
定
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
他
の
幾
多
の
す
ぐ
れ
た
論
者
に
譲
る
と
し
て
、
日
本
同
志
法
の
「
天
皇
」
規
定
の
起
草
さ
れ
た
精
神
は
、
日
本
同
志
法
の
起
草
者
が
、
「
前
略
、
天
主
の
格
力
、
格
利
治
上
ぴ
権
威
を
正
確
か
つ
詳
細
に
規
セ
し
た
そ
の
憲
法
(
明
治
憲
法
l
筆
者
-4
〉
]
」
仁
川
H
リ
ヒ
c
-
A
U
L
ト
引
'H
日
本
国
憲
法
に
お
け
る
「
天
皇
」
二
四
九
吋
M
m
J
と
，
f
川
'
斤
サ
1
;
i
i
二
五
O
設
)
の
や
り
方
は
、
す
べ
て
あ
べ
こ
べ
に
し
、
主
権
を
は
っ
き
り
国
民
に
沿
き
、
国
民
の
代
理
人
で
あ
る
三
つ
の
政
治
部
門
に
よ
っ
て
乙
れ
を
行
内
寸
し
め
る
:
:
:
天
山
の
役
怖
は
、
社
突
的
君
主
の
そ
れ
で
あ
り
そ
れ
以
上
で
な
い
」
幻
と
述
べ
て
い
る
と
と
に
端
的
に
表
明
さ
れ
て
い
る
〉
い
い
う
る
円
社
交
的
汁
主
の
立
味
は
明
か
で
は
な
い
が
、
多
少
で
も
政
治
的
権
力
を
有
す
る
元
首
や
、
従
来
の
国
法
学
上
の
ぷ
味
の
刀
、
主
し
し
叫
す
る
と
と
は
で
そ
」
な
い
。
そ
こ
で
、
か
か
る
天
引
制
に
つ
一
い
て
は
、
か
の
泣
法
制
定
議
会
に
む
い
て
、
政
府
の
也
法
改
正
栄
に
一
応
結
論
的
に
は
表
面
上
賛
成
し
て
も
、
そ
の
氏
出
に
は
、
と
の
ふ
夜
中
を
以
て
、
行
き
す
ぎ
な
り
止
す
る
立
勾
L
し
、
似
品
的
に
過
ぎ
る
と
す
る
立
場
と
が
対
立
し
て
い
た
こ
止
は
川
知
の
如
く
で
あ
る
口
も
し
し
上
り
か
入
る
川
地
仰
の
対
立
は
、
災
会
内
に
し
卜
ど
去
る
も
の
で
は
な
い
し
、
細
別
す
れ
ば
種
々
存
す
る
と
し
し
は
い
う
主
で
も
な
い
が
、
次
に
沼
会
内
の
二
大
対
立
の
代
夫
江
川
を
み
上
う
n
日
山
犯
の
一
辺
氏
が
「
乙
の
一
議
場
に
は
天
皇
制
抑
訟
を
同
氏
に
約
京
せ
ら
れ
て
当
選
さ
れ
た
日
佼
が
可
な
り
沢
山
あ
る
し
し
以
は
川
U
い
去
す
円
て
い
民
対
に
天
日
制
応
ιH.
打
倒
を
約
束
さ
れ
た
同
僚
の
方
も
m
ぼ
ら
れ
主
す
る
。
併
し
と
の
ホ
笑
は
形
式
に
沿
い
て
は
一
六
日
川
出
必
に
川
沿
い
は
あ
り
主
せ
ぬ
。
災
体
的
に
八
ヶ
条
の
条
文
中
何
処
に
去
附
し
い
天
皇
制
擁
諮
が
あ
る
か
。
任
命
格
、
認
一
川
版
以
外
に
、
同
会
の
行
楽
で
あ
る
し
し
か
、
栄
市
院
の
昨
散
で
あ
る
と
か
、
或
は
外
同
大
公
使
の
長
受
で
あ
る
と
か
色
々
規
定
し
て
花
を
持
た
せ
て
お
り
主
す
。
十
化
は
花
で
も
、
此
の
花
は
、
七
主
八
重
、
↓
化
は
咲
い
て
い
主
す
け
れ
ど
も
、
山
吹
の
花
、
実
は
一
ク
も
な
い
悲
し
い
芯
訟
で
あ
り
主
す
」
正
評
価
し
た
の
が
前
者
の
代
表
意
見
で
あ
り
、
社
会
先
の
一
均
一
件
以
が
「
政
府
の
与
党
で
あ
り
ま
す
る
白
山
覚
、
出
歩
覚
こ
れ
ら
の
党
派
は
け
て
の
送
法
草
案
に
沿
き
ま
し
て
、
天
山
ハ
ー
を
或
は
同
の
元
首
と
し
、
或
は
統
治
権
の
総
問
者
と
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
(
ソ
て
こ
れ
ら
の
先
は
、
そ
の
天
皇
視
を
治
改
め
に
な
る
か
、
‘
或
は
木
古
法
平
安
の
木
条
を
根
本
的
に
御
修
児
に
な
る
か
、
三
才
択
一
の
立
場
に
立
た
れ
て
い
る
も
の
と
私
は
信
や
る
」
と
い
い
、
天
皇
制
に
再
び
旧
式
た
る
同
体
設
持
を
躍
ら
一
ん
と
す
る
と
と
は
、
天
主
制
の
完
奈
の
た
め
に
は
と
ら
な
い
も
の
と
し
、
「
か
上
う
な
見
地
に
立
ク
て
我
え
は
今
日
な
沿
平
案
に
於
て
天
皇
に
残
さ
れ
て
い
る
川
政
小
の
宍
質
的
問
坊
に
近
い
部
外
一
を
、
殊
に
七
条
の
一
明
、
上
り
五
項
に
ゐ
け
る
亙
要
な
る
も
の
を
取
除
い
て
、
乙
れ
を
専
ら
内
凶
の
仕
事
と
し
、
我
々
の
主
仮
し
て
い
る
大
権
大
幅
縮
限
を
実
現
し
た
く
思
う
の
で
あ
る
」
と
主
仮
し
た
の
が
後
者
の
代
表
立
見
で
あ
る
口
定
法
施
行
後
、
今
日
ま
で
七
年
有
半
、
欽
定
憲
法
た
り
し
明
治
憲
法
下
と
具
た
り
、
流
石
に
民
定
悲
法
た
る
日
本
同
憲
法
に
つ
い
て
は
そ
の
制
定
の
経
伴
と
相
ま
ク
て
、
改
正
諭
誌
は
諮
唱
え
し
い
も
の
が
あ
り
、
天
皇
制
に
ク
い
て
も
、
そ
の
防
止
論
は
と
も
か
く
、
天
皇
制
存
世
の
前
抗
に
立
っ
て
、
天
皇
制
を
現
状
に
む
く
べ
き
か
、
改
革
す
べ
き
か
の
論
議
は
、
か
つ
て
の
忠
松
市
会
に
沿
け
る
と
同
様
、
各
唱
え
の
立
場
よ
り
何
れ
も
明
瞭
な
形
を
以
て
そ
の
主
張
が
展
開
さ
れ
ク
ク
あ
る
。
来
し
て
何
れ
が
い
μ
に
「
天
主
制
の
安
本
」
に
役
立
つ
か
。
わ
れ
わ
れ
が
乙
の
「
天
主
」
改
正
論
議
、
す
な
わ
ち
、
将
来
の
天
皇
制
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
考
う
る
場
合
に
、
定
法
沼
会
に
ゐ
け
る
市
原
山
川
市
市
川
以
と
と
も
に
「
論
現
的
に
は
、
国
民
は
こ
の
定
法
に
よ
ク
て
天
皇
制
自
身
を
否
定
し
う
る
の
で
あ
り
、
そ
の
否
定
を
超
え
て
こ
れ
を
存
続
せ
し
め
た
一
昨
に
改
正
の
意
味
が
あ
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
の
で
あ
る
。
繰
返
し
て
い
え
ば
、
日
本
国
定
法
に
長
け
る
「
天
皇
」
が
規
定
せ
ら
れ
た
立
法
政
を
再
三
反
第
一
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
「
天
皇
」
改
正
論
議
に
ク
い
て
は
、
杭
を
あ
ら
た
め
て
論
じ
た
い
と
思
う
n
(
三
0
・
一
・
一
三
%
討
D
岩
波
文
一
出
本
一
一
凶
法
義
郎
二
二
一
丸
。
、
幻
迎
合
同
以
雨
司
令
部
民
政
局
「
日
本
の
羽
凶
法
」
刊
ん
氷
山
犬
山
純
誌
六
五
荘
一
号
三
九
瓦
。
日
本
田
宏
訟
に
お
け
る
「
天
旦
」
五
